






 

 産科領域における超音波電子スキャン検査の導入は,妊娠に伴う Reproductive System

の形態的情報をもたらすのみでなく,子宮腔内におけるヒト個体の発生分化発育過程に関

する形態的情報を明確に示しており,更に,生理的環境の下で胎芽胎児の動態および行動の

発生発達を観察できるようになってきた。従って,胎内における胎児の動きの分類,発生時

期,頻度および行動の発達様相を詳細に調べる事が可能となってきたのである。 


